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2023年度大学入学共通テスト（以下、共通テスト）の確定志願者数が発表された。確定志願者数は 512,581人で、
前年より 17,786人減少した（前年比 96.6％）。以下、大学入試センターより発表された志願者数の詳細をみていく。 

 

■現役生・既卒生ともに志願者は減少 
発表された確定志願者数の内訳【表１】をみると、高等学校等卒業見込者（以下、現役生）は 436,873人（前年

比 97.2％）と減少した。現役生志願率（来春の高校卒業見込者のうち、共通テストに出願した者の割合）は 45.1％
と過去最高を記録した 2022 年度と並んだ【表２】。河合塾の模試では今年度は国公立大の人気が堅調で、国公立大
志向の強まりが一因とみる。 
一方、現役生占有率は 85.2％となった。こちらも過去最高となった。現役生占有率は、1994年度に 63.1%、2004

年度 72.7%だったものが、その後上昇し 2010 年度から 2020 年度にかけて８割程度で推移していた。ここ３年は約
85％まで上昇しており、大学入試が現役生中心の入試になっている様子がわかる。18歳人口の減少と大学の入学定
員の増加から、大学入試はここ２・３年で急速に競争緩和が進んでおり、既卒生が減少している。共通テストの志
願状況からもあらためてその様子がみてとれる。 
東京大や京都大など難関大でも既卒生の割合は年々低下しており、数年前より難関大に手が届きやすくなってい

る。現在の状況はワンランク上の大学をめざす受験生にとっては追い風と言える。日本の将来を担う若者たちには、
志高く積極的にチャレンジする姿勢を期待したい。 

 

【表１】2023年度共通テスト志願者数 

区分 2023 年度 2022 年度 前年差 前年比 

全体 512,581 530,367 -17,786 96.6% 

高等学校等卒業見込者（現役生） 436,873 449,369 -12,496 97.2% 

高等学校等卒業者（既卒生） 71,642 

75,708 

76,785 

80,998 -5,290 93.5% 

高等専門学校第３学年修了者 193 205 

外国の学校（12 年の課程）修了者 367 360 

在外教育施設（高等課程）修了者 65 97 

専修学校高等課程修了者等 57 54 

文部科学大臣の指定した者 56 55 

高等学校卒業程度認定試験合格者等 3,316 3,427 

大学の個別入学資格審査により認定

を受けた者 

12 15 

 

【表２】センター試験・共通テスト志願者数推移 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 

高等学校等 

新規卒業 

見込者 

（Ａ） 

センター試験・共通テスト志願者数 

総志願者数 

（Ｂ） 

高等学校等 

卒業見込者 

（現役生） 

（Ｃ） 

現役生 

志願率 

（Ｃ／Ａ） 

高等学校 

卒業者等 

（既卒生等） 

（D） 

既卒生 

占有率 

（D／Ｂ） 

1994 1,658,949 531,177 335,162 20.2% 196,015 36.9% 

2004 1,235,482 587,350 426,839 34.5% 160,511 27.3% 

12 1,056,387 555,537 439,713 41.6% 115,824 20.8% 

14 1,051,343 560,672 443,318 42.1% 117,354 20.9% 

15 1,068,989 559,132 455,392 42.6% 103,740 18.6% 

16 1,064,352 563,768 462,335 43.4% 101,433 18.0% 

17 1,074,655 575,967 471,842 43.9% 104,125 18.1% 

18 1,061,565 582,671 473,570 44.6% 109,101 18.7% 

19 1,057,018 576,830 464,950 44.0% 111,880 19.4% 

20 1,043,359 557,699 452,235 43.3% 105,464 18.9% 

21 1,016,475 535,245 449,795 44.3% 85,450 16.0% 

22 996,425 530,367 449,369 45.1% 80,998 15.3% 

23 969,484 512,581 436,873 45.1% 75,708 14.8% 

※高等学校等新規卒業見込者は、全日制高等学校３年、中等教育学校後期課程３年及び定時制高等学校４年の在学生を合計した数。 

  ‘21 年以降はセンター公表資料、'20 年以前は学校基本調査報告書による卒業者 
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■都道府県別の状況 
 次に、都道府県別に志願者数をみていく。【表３】は志願者が増加した上位 10 都道府県と減少した上位 10 都道
府県の一覧である。志願者が増加したのは福井県（54人増、前年比 101.6％）、茨城県（66 人増、同 100.5％）のみ
で、その他の都道府県は減少した。福井県をはじめ上位５番目までの都道府県では、現役生志願者が増加しており、
現役生の動向が志願者の増加もしくは大きく減少しなかった要因となっている。 
 志願者の減少率が最も高かったのは奈良県（508 人減、前年比 92.1％）で、石川県（398人減、同 93.0％）、長崎
県（361 人減、同 93.3％）と続く。奈良県では、約１割現役生が減少しており、続く石川県、長崎県も現役生の減
少が目立つ。既卒生の割合が低下し現役生中心となっていることから、現役生志願者の増減が共通テスト志願者の
増減に直接つながっている。 
 志願者数が多い都市部の状況をみると、東京都（前年比 96.5％）、大阪府（同 96.7％）と全国平均（同 96.6％）
並みの減少率となった。 
 

【表３】共通テスト志願者が増加・減少した都道府県 

（志願者が増加した県）            （志願者が減少した上位 10都道府県） 

※数値は大学入試センター資料より 

※志願者を出身高等学校等別に都道府県単位で集計 
 
 
 
 
 
 

 

■今後の共通テスト関連スケジュール 
 今後の共通テストに関連するスケジュールは下記の通り。 

・受験票の送付 12月上旬～中旬 
・大学入学共通テスト（本試験）実施・正解等の発表 １月 14日（土）・15 日（日） 
・平均点等の中間発表 １月 18 日（水）予定 
・得点調整実施有無の発表 １月 20日（金）予定 
・国公立大出願期間 １月 23 日（月）～２月３日（金） 
・平均点等の最終発表 ２月６日（月）予定 
 

河合塾では共通テスト後に受験生の自己採点結果を集計する「共通テストリサーチ」を実施する。志望校の合格
可能性評価をはじめ、さまざまな情報提供を行っているので、受験生にはぜひご参加いただきたい。 

都道府県 2022度 2023年度 差 前年比
福井県 3,401 3,455 +54 101.6%
茨城県 13,011 13,077 +66 100.5%

都道府県 2022年度 2023年度 差 前年比

奈良県 6,434 5,926 -508 92.1%

石川県 5,714 5,316 -398 93.0%
長崎県 5,371 5,010 -361 93.3%

愛媛県 5,951 5,590 -361 93.9%

鹿児島県 6,504 6,141 -363 94.4%
島根県 2,703 2,553 -150 94.5%

長野県 9,621 9,100 -521 94.6%

千葉県 24,881 23,538 -1,343 94.6%
岐阜県 8,000 7,578 -422 94.7%

北海道 16,991 16,112 -879 94.8%


